
第１回 確率変数

授業日程
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1 0408
2 0415
3 0422

x 0429
x 0506

4 0513
5 0520
6 0527
7 0603
8 0610
9 0617

10 0624
11 0701
12 0708
13 0715
14 0722
15 0729
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R package

 http://mayekawa.in.coocan.jp/

 http://mayekawa.in.coocan.jp/Rpackages/Rpackages.html

 http://mayekawa.in.coocan.jp/Rpackages/HTML_help/packages.html
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確率変数

 実験結果に数値を当てはめたもの。

 観測するまでにはその値がわからないが、どのような値が出るかは
予想が付くもの。各値の起こりやすさを確率分布として表す。

 離散化連続か

 離散的確率変数（範囲は整数値で有限 or 可算無限の値を取る）

 コインの裏表、サイコロの目、成功するまでの試行数

 X で確率変数を、Pr(x) で確率分布を表す。

 連続的確率変数（範囲は実数値で無限の値を取る。）

 身長、角度

 X で確率変数を、f(x) で確率密度を表す。
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離散的確率変数

 コインの表裏

 X=1(head) or X=0 (tail)
それ以外の値は取らない == 互いに背反かつ全ての場合を尽くす

 Pr(A) >=  0,   Pr(ALL) = Pr(A) + Pr(notA) = 1,  Pr(NULL) = 0

 公正なコイン  p=1/2

 Pr(X=1) = Pr(1) = p,      Pr(X=0) = Pr(0) = 1-p

 サイコロの目

 X=1, 2, 3, 4, 5, 6

 Pr(X=1)=p1,  Pr(X=2)=p2,  …,  Pr(X=6)=p6

 p1+p2+p3+p4+p5+p6 = 1

 公正なサイコロ  p1 = p2 = … = p6 = 1/6

 Pr( X <= b ) = p1 + p2 + … + pb 6



確率関数の例 ２項分布

 表が出る確率が π のコインを n 回投げたときの表の数
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離散的確率分布の性質
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複数の離散的確率変数
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同時確率、条件付き確率
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したがって、 f(x,y) = f(x|y) f(y)



条件付き確率の例
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同時確率の例
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パーセント（順位）とパーセンタイル

 x のパーセント順位とは 100*F(x) のこと

 上位何パーセントというときは 100*(1-F(x)) のこと

 パーセンタイルとは 確率 α を与えたときの X の値のこと
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連続的確率変数

 円盤に針を付けて回転し、止まった位置の角度を測る。

 0 <=  X  <  360  の実数（いくらでも細かく測れる）

 Pr(X=x) = 0

 Pr(X < b ) = F(b)  分布関数
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確率密度関数



複数の連続的確率変数
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積分記号と総和記号
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その他の性質

 期待値と分散

 確率変数の関数として定義される量はまた確率変数になる。

 特に、和や差また定数との四則演算
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分布同士の関係
www.math.wm.edu/~leemis/chart/UDR/UDR.html

http://www.math.wm.edu/~leemis/chart/UDR/UDR.html
http://www.math.wm.edu/~leemis/chart/UDR/BaseImage.png
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多変量データ（データ行列）

i 行

i=1,
2,3,
…
n

j 列 j=1,2,…,m

個体 i の変数 ｊ による測定値

n x 1

m x 1
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古典的テスト理論
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古典的テスト理論

11

これの平方根 が
測定の標準誤差



テスト得点の性質

 テスト得点の和や差

 項目得点の合計点としてのテスト得点

 他のテスト得点との関連

 テストの信頼性、妥当性

 真値の統計的推定

 ＩＲＴ
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